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麻酔内視鏡は、鎮静薬（眠くなる薬）や鎮痛薬を使って、眠ったような状態で行う
内視鏡検査のことです。正式には「鎮静下内視鏡（sedation endoscopy）」と呼
ばれ胃カメラや大腸カメラでよく使われます。完全な全身麻酔ではなく、鎮痛剤で
痛みを緩和させ意識をぼんやりさせる鎮静をかけて検査します。当院では点滴で補
液しながらペチジン（鎮痛薬）ミダゾラム（ベンゾジアゼピン系鎮静薬）を使用し
て、検査後にフルマゼニル（麻酔から覚める薬）を使用し、検査負担を軽くします。
１時間ほど休んでいただき、検査結果説明をして帰宅となります。

主な利点①苦痛が少ない。②嘔吐反射が抑えられる。③検査の恐怖が少なくなる。
④検査中の苦痛が少ないための体動が減り、丁寧に正確に内視鏡所見を確認できる。
⑤体動が減り、内視鏡手術の操作が安定してできる⑥長時間になる内視鏡手術を楽
に受けられる。などが挙げられます。また一方で麻酔の安全面での不安もあると思
います。しかし当院では病院内で全て行いますので看護師、医師の観察内で行いま
す。検査の前処置（検査の準備）を看護師が行いますので、初めての内視鏡検査の
方も安心して受けられます。体調に不安があった際も直ぐに診察し対応します。病
院ですので、酸素投与、制吐剤、追加の下剤なども処方をできます。

他にも当院の工夫としては、大腸カメラの前処置薬である液体の下剤：ニフレック
が苦手な方も、薬の量が少なくて良いモビプレップ、液体でなく錠剤のビジクリア、
スポーツドリンクのような飲みやすい味のマグコロールPが選択できます。また通
常の内視鏡検査では空気を体内に送気していますので検査中、その後にお腹が張っ
ていることはないでしょうか。当院ではお腹から直ぐに吸収され排出される二酸化
炭素を検査時に使用しているので検査後のお腹の張りも少なくなっています。

鎮静内視鏡検査のご希望がある際は是非、外来で要望を担当医にお知らせ
ください。一度鎮静内視鏡検査をご検討頂ければ幸いです。

※別紙、渕野辺総合病院が主催した第56回人間ドック健診学会学術大会にて筆者が
発表した際に当時の内科部長に賞賛を受け学会誌に寄稿した二酸化炭素使用の論文。
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